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非核・平和宣言都市

核兵器の廃絶と平和を願う全ての
人々とともに行動することを決意し、
平成１８年５月２５日、『非核・平和
都市』宣言を行い、『日本非核宣言自
治体協議会』に加入しました。

平和首長会議への加盟

平成２２年１月１日に『核兵器廃絶
に向けての都市連帯推進計画』に賛同
する世界各国の都市で構成されている
平和首長会議に加盟しています。

ヒロシマ・ナガサキ被爆ポスター展

毎年８月に、市役所本庁舎と香北・
物部支所で『ヒロシマ・ナガサキ被爆
の実相等に関するポスター展』を実施
しています。（令和７年度は８月８日
～２９日の期間で開催予定）

黙とうをささげましょう

広島原爆忌
　８月６日午前８時１５分
長崎原爆忌
　８月９日午前１１時２分
終戦記念日
　８月１５日正午

香美市戦没者追悼式

香美市では、毎年、戦没者の追悼式
を行っています。
　参列した方は、戦争の悲惨さと平和
の尊さを未来へと語り継ぎ、心豊かな
社会を築いていくことを改めて誓い、
戦争で尊い命を落とされた方々のご冥
福をお祈りしています。

香美市の

『戦争中の暮らし』について
投稿をお待ちしています

　広報委員会では、戦争中の暮らしにまつわる体験談

やエピソードなどをお持ちの皆さんから、当時のこと

についての投稿をお待ちしています。

　募集する内容は、戦場での話ではなく、当時の生活

の中で感じた“戦争”です。「避難訓練や防火訓練」

「出征する兵隊さんの見送り」「物資が不足する中で

の日々の生活」「学校生活」「子どもたちの遊び」

「戦地からの手紙」「物資の供出」「言論統制」「海

外からの引き揚げ」など、暮らしの中の体験談をお寄

せください。

　また、苦しい生活の中での「ささやかな楽しみ」

「心温まるできごと」などのエピソードについてもお

願いします。『戦争中の暮らし』に関しての写真提供

も大歓迎です。

　ご親族から聞き取られた体験談でも構いませんので、

ぜひ投稿してください。

　当時の“暮らし”を知ることが、戦争を語り継ぐ糸

口になるのではないでしょうか。戦争体験者が少なく

なる中でも、多くの体験が若い世代に引き継がれます

よう、ご協力をお願いします。

◆投稿はできるだけ、３００文字以内でお願いします。

◆投稿原稿に次のことを書き添えてください。

　１．住所　２．氏名 (もしくはペンネーム)

　３．年齢　４．電話番号　５．メールアドレス (あれば)

◆締め切り：なし (随時募集)

◆問い合わせ・連絡先：香美市広報委員会事務局

　電　話　　０８８７－５３－３１１２

　メール　　kamikami@city.kami.lg.jp
　住　所　　〒７８２－８５０１（住所記載不要）

　　　　　　香美市広報委員会事務局

　　　　　　『戦争中の暮らし』係

※投稿いただいた内容は、広報
香美に掲載させていただく場合
があります。また、投稿内容に
ついては、趣旨を変えず一部表
現を修正して掲載させていただ
く場合があります。
　また、詳しいお話をお聞かせ
いただきたい場合は、連絡させ
ていただくことがありますので、
ご了承ください。
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　香美市では、毎年８月に『ヒロシマ・ナガサキ被爆の実相等に関す
るポスター展』を実施しています。
　世界唯一の核被爆国として、悲惨な過去を二度と繰り返すことがな
いよう、核兵器廃絶と平和の尊さを訴えていく必要性があります。

　市のポスター展にお越しになった方から頂いた感想や意見を紹介します。

　本市にも被ばく者の方

がいらっしゃいます。香

美市も非核平和の市とし

て、市民の暮しを守り、

安心できる社会を目指し

て行きましょう。

　私も微力ですが、折鶴

を飾り、平和活動を続け

ていきたいと思います。

　今後もこの市役所ロビ

ーでの展示が継続される

ことを強く願います。

　市長をはじめ職員の皆

さん、ともにがんばりま

しょう！

　戦争は絶対にダメ！

　知らんふりをせずに、

戦争反対に声をあげてほ

しいです。

　倒壊した家屋の下敷き

になった娘を助け出そう

としてできず、目の前で

娘を失う絵に心をしめつ

けられました。

　戦争、このうようなこ

とは起こしてはなりませ

ん。

▲ ポスター展の様子 (本庁舎１階ロビー)

　二度と戦争をしないと

誓ったはずが、今後の日

本に不安しか感じていま

せん。

　小さい子どもがいます

が、この子たちの将来が

幸せであってほしいと思

います。

平和首長会議原爆ポスター展
～１９４５年から未来へのメッセージ ～
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ポスター展を通して


